
JP 2013-507327 A5 2013.11.21

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年11月21日(2013.11.21)

【公表番号】特表2013-507327(P2013-507327A)
【公表日】平成25年3月4日(2013.3.4)
【年通号数】公開・登録公報2013-011
【出願番号】特願2012-532432(P2012-532432)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  69/732    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/736    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/216    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 303/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  69/732   　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｃ  69/736   ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/216   　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/02    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 303/16    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月30日(2013.9.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）または式（Ｉ’）
【化１】

［前記式（Ｉ）または式（Ｉ’）中、
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれ独立して、ＯＨ、アルコキシ、またはアルキルカルボニル
オキシであり、
　Ｒ３およびＲ４は、それぞれ独立して、Ｈ、ＯＨ、アルコキシ、またはアルキルカルボ
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ニルオキシであり、
　Ｒ５はＨ、ＯＨ、またはアルキルカルボニルオキシであり、
　Ｒ６は、Ｈまたはアルコキシである］
　で示される化合物または製薬上許容されるその塩であって、
（前記化合物は、
（Ｅ）－２－アセトキシ－３－（（（Ｅ）－３－（３，４－ジメトキシフェニル）アクリ
ロイル）オキシ）プロピル３－（４－メトキシフェニル）アクリレート、または
（Ｅ）－３－（（（Ｅ）－３－（３，４－ジメトキシフェニル）アクリロイル）オキシ）
－２－ヒドロキシプロピル－３－（４－メトキシフェニル）アクリレートではない）化合
物。
【請求項２】
　式（Ｉａ）または式（Ｉａ’）
【化２】

［前記式（Ｉａ）または式（Ｉａ’）中、
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれ独立して、ＯＨ、アルコキシ、またはアルキルカルボニル
オキシ、
　Ｒ４はＨ、ＯＨ、アルコキシ、またはアルキルカルボニルオキシであり、
　Ｒ６はＨ、またはアルコキシである］
　で示される、請求項１に記載の化合物または製薬上許容されるその塩。
【請求項３】
　式（Ｉｂ）または式（Ｉｂ’）
【化３】

［前記式（Ｉｂ）または式（Ｉｂ’）中、
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれ独立して、ＯＨ、アルコキシ、またはアルキルカルボニル
オキシあり、
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　Ｒ６はＨ、またはアルコキシである］
　で示される、請求項１に記載の化合物または製薬上許容されるその塩。
【請求項４】
　式（Ｉｃ）または式（Ｉｃ’）
【化４】

［前記式（Ｉｃ）または式（Ｉｃ’）中、
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれ独立して、ＯＨ、アルコキシ、またはアルキルカルボニル
オキシであり、
　Ｒ４はＨ、ＯＨ、アルコキシ、またはアルキルカルボニルオキシである］
　で示される、請求項１に記載の化合物または製薬上許容されるその塩。
【請求項５】
　前記Ｒ１及び前記Ｒ２がいずれもＯＨである、請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　前記Ｒ４がＨである、請求項５に記載の化合物。
【請求項７】
　前記Ｒ４がＯＨである、請求項５に記載の化合物。
【請求項８】
　前記Ｒ３がＨである、請求項６に記載の化合物。
【請求項９】
　前記Ｒ３がＨである、請求項７に記載の化合物。
【請求項１０】
　前記Ｒ１及び前記Ｒ２がいずれもアルコキシである、請求項１に記載の化合物。
【請求項１１】
　前記Ｒ４がＨである、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１２】
　前記Ｒ４がＯＨである、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１３】
　前記Ｒ３がＨである、請求項１１に記載の化合物。
【請求項１４】
　前記Ｒ３がＨである、請求項１２に記載の化合物。
【請求項１５】
　前記化合物は、以下の式
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【化５】

　で示される化合物の少なくとも１つである、請求項１に記載の化合物。
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【請求項１６】
　製薬上許容される希釈剤あるいはキャリアと、請求項１～１５のいずれか１項に記載の
化合物の少なくとも１つとを含む医薬組成物。
【請求項１７】
　被験者の癌の治療をするための、式（ＩＩ）または式（ＩＩ’）
【化６】

［前記式（ＩＩ）または式（ＩＩ’）中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ
７は、それぞれ独立して、Ｈ、ＯＨ、アルコキシ、またはアルキルカルボニルオキシであ
る］
　で示される化合物または製薬上許容されるその塩の使用であって、
　前記化合物は、（２Ｅ，２’Ｅ）－２－アセトキシプロパン－１，３－ジイル・ビス（
３－（４－ヒドロキシフェニル）アクリレートおよび（Ｅ）－２－アセトキシ－３－（（
（Ｅ）－３－（４－ヒドロキシ－３－メトキシフェニル）アクリロイル）オキシ）プロピ
ル３－（４－ヒドロキシフェニル）アクリレート以外の化合物である使用。
【請求項１８】
　前記化合物が、式（ＩＩａ）または式（ＩＩａ’）
【化７】

［前記式（ＩＩａ）または式（ＩＩａ’）中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、Ｒ６およびＲ７は、そ
れぞれ独立して、Ｈ、ＯＨ、アルコキシ、またはアルキルカルボニルオキシである］
　で示される化合物または製薬上許容されるその塩である、請求項１７に記載の使用。
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【請求項１９】
　前記化合物が、式（Ｉａ）または式（Ｉａ’）
【化８】

［前記式（Ｉａ）または式（Ｉａ’）中、
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれ独立して、ＯＨ、アルコキシ、またはアルキルカルボニル
オキシであり、
　Ｒ４はＨ、ＯＨ、アルコキシまたはアルキルカルボニルオキシであり、
　Ｒ６は、Ｈ、アルコキシまたはアルキルカルボニルオキシである］
　で示される化合物または製薬上許容されるその塩である、請求項１８に記載の使用。
【請求項２０】
　前記化合物が、式（Ｉｃ）または式（Ｉｃ’）
【化９】

［前記式（Ｉｃ）または式（Ｉｃ’）中、
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれ独立して、ＯＨ、アルコキシ、またはアルキルカルボニル
オキシであり、
　Ｒ４はＨ、ＯＨ、アルコキシまたはアルキルカルボニルオキシである］
　で示される化合物または製薬上許容されるその塩である、請求項１７に記載の使用。
【請求項２１】
　前記化合物が、以下の式
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【化１０】
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　で示される化合物の少なくとも１つである、請求項１７に記載の使用。
【請求項２２】
　癌細胞を死滅させるための、式（ＩＩ）または式（ＩＩ’）

【化１１】

［前記式（ＩＩ）または式（ＩＩ’）中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ
７は、それぞれ独立して、Ｈ、ＯＨ、アルコキシ、またはアルキルカルボニルオキシであ
る］
　で示される化合物または製薬上許容されるその塩の使用であって、
　前記化合物が、（２Ｅ，２’Ｅ）－２－アセトキシプロパン－１，３－ジイル・ビス（
３－（４－ヒドロキシフェニル）アクリレートおよび（Ｅ）－２－アセトキシ－３－（（
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（Ｅ）－３－（４－ヒドロキシ－３－メトキシフェニル）アクリロイル）オキシ）プロピ
ル３－（４－ヒドロキシフェニル）アクリレート以外の化合物である、使用。
【請求項２３】
　前記化合物が、式（ＩＩａ）または式（ＩＩａ’）
【化１２】

［前記式（ＩＩａ）または式（ＩＩａ’）中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、Ｒ６およびＲ７は、そ
れぞれ独立して、Ｈ、ＯＨ、アルコキシ、またはアルキルカルボニルオキシである、
　で示される化合物または製薬上許容されるその塩である、請求項２２に記載の使用。
【請求項２４】
　前記化合物が、式（Ｉａ）または式（Ｉａ’）

【化１３】

［前記式（Ｉａ）または式（Ｉａ’）中、
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれ独立して、ＯＨ、アルコキシ、またはアルキルカルボニル
オキシあり、
　Ｒ４はＨ、ＯＨ、アルコキシまたはアルキルカルボニルオキシであり、
　Ｒ６はＨ、アルコキシまたはアルキルカルボニルオキシである］
　で示される化合物または製薬上許容されるその塩である、請求項２２に記載の使用。
【請求項２５】
　前記化合物が、式（Ｉｃ）または式（Ｉｃ’）
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【化１４】

［前記式（Ｉｃ）または式（Ｉｃ’）中、
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれ独立して、ＯＨ、アルコキシ、またはアルキルカルボニル
オキシであり、
　Ｒ４はＨ、ＯＨ、アルコキシまたはアルキルカルボニルオキシである］
　で示される化合物または製薬上許容されるその塩である、請求項２２に記載の使用。
【請求項２６】
　前記化合物が、以下の式
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【化１５】
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　で示される化合物の少なくとも１つである、請求項２２に記載の使用。
【請求項２７】
　被験者の癌の治療をするための、請求項１～１５のいずれかに記載の化合物の使用。
【請求項２８】
　癌細胞を死滅させるための、請求項１～１５のいずれかに記載の化合物の使用。
【請求項２９】
　アポトーシスによって癌細胞を死滅させるための、請求項１～１５および２２～２６の
いずれかに記載の化合物の使用。
【請求項３０】
　前記化合物は、単離された形態である請求項１～１５のいずかに記載の化合物。
【請求項３１】
　前記少なくとも１つの化合物は、単離された形態である請求項１６に記載の化合物。
【請求項３２】
　前記化合物は、単離された形態である請求項１７～２９のいずかに記載の使用。
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